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松江堀川生き物調査結果

＜主催 松江堀川水環境協議会＞
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調査箇所

仕掛け調査の個体数

２．仕掛け調査結果

調査日： ①平成27年 5月28日 （協議会事務局）

②平成27年 7月21日 （協議会事務局）

 平成27年 8月19日 （内中原小学校児童と保護者 約50名）

※7月21日は爬虫類の捕獲調査実施せず
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調査日： 平成２７年８月１９日

参加者：内中原小学校の児童保護者約50名（６班に分かれて実施）

※目視調査の確認個体数は、６班の平均値
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３．目視調査結果







６．ｱﾄﾞﾊﾞイｻﾞｰの感想

松江堀川は宍道湖と同じ汽⽔の⽣物が⽣息していることが確認された。国宝松江城のお堀にこのような
汽⽔の⽣物が⽣息する環境は、全国的に⾒ても、ほかの地域にはない特徴ある貴重な⾃然環境といえる。
今後の課題としてはさらなる⽔質改善をめざしつつ、アカミミガメなどの外来種から本来の⾃然を守り、
美しい松江の城下町の⽔辺を誇りに思えるようにしたい。

⼦供たちが、観察会をとおして⽣き物に興味を持ってもらい、種類などを調べ、⽣活の仕⽅などに興味
を持ったり、あるいは種間関係などにも興味をつなげてもらえると、堀川の⽣き物についての理解がより
深まり、この川がよい学習教材となるのではないかと思います。

桑原正樹 アドバイザー （宍道湖漁業協同組合）

寺岡誠二 アドバイザー （島根県立宍道湖自然館ゴビウス）

• ⿂類ではコイ・フナ類・ミナミメダカ・スズキ・ボラ・マハゼ・シンジコハゼ・ビリンゴ・ヌマチチブの9種が確認されま
した。

• まず、彼らの⽣活史について考えると、海や中海など堀川の外で⽣まれたと思われる、スズキ・ボラ・マハゼ・ビリン
ゴ・（ヌマチチブ・シンジコハゼ）が採捕されました。彼らは、⼀⽣を堀川で過ごすのではなく、成⻑するための⼀時期に
この⽔域を選んでいる格好になります。⽇本の淡⽔⿂には、このように⼀⽣の⼀時期に河川を利⽤するタイプの⽣き物が、
種数的にも多くなります。逆にいえば、そうした移動が全くできない条件に堀川がなってしまうと、これらの⽣き物は⾒ら
れなくなり⿂類相はおそらく貧弱化します。

• 次に、たとえば産卵場所について考えると、コイ・フナ類・ミナミメダカは、粘着性のある卵を⽔草などに産み付けます。
また、ヌマチチブは、⽯の下に産み付け、シンジコハゼは砂泥底に巣⽳をほります。彼らが、将来にわたって⽣息していく
ためには、それぞれの種類に応じた産卵環境も整っていないといけません。

• 最後に、⽣息場所について考えると、ヌマチチブは⽯のある場所などを好み、マハゼ・シンジコハゼ・ビリンゴは砂泥底
を好み、ミナミメダカなどは⽔草帯の周辺の⽌⽔域を好む印象があります。

• 彼らが、将来にわたって⽣息していくためには、それぞれの種類に応じた⽣息環境も必要だと思われます。


